
■先月、福丼市で第9回路面電車サミッ :
卜があり、富山市の森市長と懇談する機 :

会を得た。日本の路面電車の延伸は、平成 :
元年に岡山商工会議所が都心の環状化を・
提言して以来、市役所 ,大学病院延伸の :

交通実験、低床電車A/10MOの導入と常 :
に岡山市がリー ドしてきた。しかし2年 0

前、富山県で廃上予定の」R富山港線を :

富山ライトレールと、して再生開業して以 :

来、富山市には全国から視察団が大挙し :
て訪れるようになり、森市長は全国のま・

ちづ<り のリーダーとしてひっばりだこ :
になつてしヽる。

■県議会議員だつた森市長は、 1997:
年からの高岡市の路面電車存続運動を議・
員として担当していて、地方都市には路 :

面電車を中′いとした公共交通が必要だと :
感じた。市長になると政治生昴をかけて、。

富曲港線のLRT化 に取り組んだ。岡山 :
の吉備線の LRTイヒと同時に2003年 :
に発表された富山港線 LRT化 が、わず :
か 3年でできたのは、市長のリーダーシ・
ップによるものである.        :
■これまでさいたま市、新潟市、奈良市、:

筐ほ釈絶蝸 」当雲rじ磐去畢辱悪 :
LRT導 入を決めようとしている。また :
現在宇都宮市ではLRT建 設の是非が市 :

唇彗2露奄雹桑7:tt馨占称LRT導 :
入都市だが、欧米のどの町でも市長は政 :

治生命をかけて導入をしている。なぜな :
らどの国だつて当然のように自動車社会・

なのであり、あえてその自動車の車線を :

減少させてLRTを導入するという思い :
きつた(先駆的でもあり、世論を三分する :
ような)政策の実行には、政治生命をかけ o

なければできないのである。そして交通 :

人と環境にやさしいトランジツトモデル都市をめざして RACDA

2008/
LRTは政治生命をかけて

Mll
▲富山駅北側の市街地を走る富山ライトレール。電車とは無縁だつた道路に新たにレールが敷かれた。

を変えるということはそれこそ、その地 oであろうか。経済の活性化は人事だが、

域にとっての死活 P・5題である。 :我々の生活を心から豊かにするような
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■さて知事選挙が終わつた。財政再建が :方法でもつて、活性化させなければなら

貫』順璽畠燃蓬きば釜霞褥 雹三ETttTを含めて公共交通を活性化し、
ていたように思うが、本当の改革であつ:都市の賑わいを増し、全国から岡山を訪

たのだろうか。グEEl―バル化の中で翻弄 :ねる人を増やし、岡止1にたくさんのお金

され、結局威勢はよかつたけど、かえつこが落ちるようにする。そうした道具とし

て経済を含めて悪化させたのではない :て、RACDAは 様尺な提案を行いた
だろうかfおそらく小泉時代は将来弾劾 :い。

されることになるだろう。「改革」という :
言葉が色あせていたことは、今回の選挙 o

結果にも影響しているだろう。    : |
■路面電車や LRTを つ<ることは改 :

言葉写楚越ざ理a会環2ヒ」志E奮藝三
車を使うのを遠慮して、みんなで譲り含 :

って公共交通を利用しようという運動 :
の一部なのである。者えてほしい、国際 0

化、グローバル化と言えばかつこいい :

が、我
～
は本当に幸せになつているのだ :

ろうか。輸出が増えたら幸せになつたの。

▲路面に新設された区間を過ぎれば、1日 」R富山港線
の線路を走る。ここではJR線のように速いスピード
で走行できる。

〒700¨0823 岡山市丸の内 1‐ 1-15(禁酒会館 3F)
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※LRT 次世代型路面電車。歩行者中心の街を取り戻す仕掛けとして
注目されている新しい路面電車。
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【全回路面電車サミット2008福丼大会】

■サミットニ日日、「路面電車ミニツア
ー」と題して福井鉄道の電車に乗る

イベントがあったので、そのご報告

をさせていただこうと思う。
この日の会場「繊協ビル」からすぐ

のところにある福井鉄道の「市役所

前」電停。

ここからミニツアーのスタート。まず
は「田原町(たわらまち)」行に乗車。
ここの車両はす人て床の高い車

両であり、車外にせり出した補助ステ

ップを使つて乗り込む。

乗り込んでわずか4分ほどで終
点の「田原町」こ露l着。(写真下 )゙

ここは、第ニセクター鉄道の「えち

ぜん鉄道」と駅舎を共用しているも

のの、両社の線路は接続されていな

い。(写真下p)

一見すると写真の方向に線路が

伸びているのだが、線路が接続さ

れていないので「えちぜん鉄道」と

の相互乗り入れはできない。福井

鉄道の電車はこの位置で折り返し

「武生新(たけら、しん)」行となる。

私たちは駅舎見学などの後、そ

のまま折り返しの『武生新」行に乗

車。途中の「市役所前」で「急行・武

生新」行に乗り換え、「福井新 (応、く

いしん )」で下車。急行の車両は、な

んと1960年製造の大型車。いかに

も鉄道車両という向きであるが、市

内の併用軌道(路面電車 )区間にも

対応できるよう二段の補助ステッ

プがついている。(写真下p)

「福井新」は専用軌道 (鉄道線 )

区間の最初の駅。かつては先ほど

の大型車用の高床ホームが存在

したのだが、廃止された名鉄岐阜

市内線の低床車両を購入した際

にホームの床面を大きく切り下げ

たとのこと。屋根の柱に高床ホー

ムの名残が残ってしヽる。得真右上げb)

ここから再び「田原町J行に乗

車。次の「本国四ツ辻」で下車する

のだが、そこの電停はなんと人の

肩幅あるかないかという道路上

の一段高い安全地帯しかなく、車

両の床面も高いこともあつてちょ

っと危険な感じがした。これだっ

たらまだ岡電の小橋・中納言のほ

うがマシだとも感じた。ただ道路

幅が違うので一概には言えない

が。

このミニツアーで感じたことiま、

従来からの鉄道区間と路面電車

区FH3の直通運転のために低床化

が進んでおらず、高齢者や足の

弱い人などはやや和l用しづらい

な、ということである。とくに補助ス

テップが車両の外側についてい

るため、雨や雪のときは正直、怖

いなと感じた。

将来、完全超低床化が図られ

ることを期待しつつ、ご報告を終

わらせていただく。

(石井孝幸 )


